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報告事項 議事録 
 

※録画(YouTube)は 336複合地区 HPトップ INFORMATIONからご視聴いただけます。 
 
報告事項 1 
協議会議長 福永 栄一 
 
①オリンピック・パラリンピック支援金残金の返金について 
※336複合地区口座へ入金済み（2021/12/22） 
４地区分合計額 29,913,235 円 

 
決算報告 ····················································································································· P4～5 
返金額報告書 ············································································································· P6～7 

 
福永議長より下記返金方法について話があった。 
 
 ・各準地区への返金額の一部を SON支援金に充当し、差し引いた残額を返金 
 ・各準地区へ総額を返金 
   

※2/10までに各準地区への返金を完了させる。 
※振込手数料は返金総額から差し引いて負担いただく。 
 

 
②2022年第 8回 SON広島大会協賛金のご協力について 
 
協賛金のご依頼 ·········································································································· P8 

 
福永議長より資料に基づいて話があった。 
 
五味 IT特別委員（A地区）より大会予算について質問があった 
 
福永議長より回答として下記話があった。 
現在 SON本体（東京）と SON広島実行委員会で事業費について交渉中であるが、総予算は１億
円では物理的に不可能であり１億 2000万円で話をすすめている。 
 
［大会にあたってのライオンズクラブからの拠出支援金］ 
 
・LCIF拠出金⇒30万ドル（約 3300万円） 
・８複合地区内全クラブから 5000 円の支援金拠出⇒約 1400 万円強 ※全クラブが支援の場合。 
・前回札幌大会、前々回の愛知大会ではクラブからの支援金達成率は 60％であり今回広島大会で 
は約 1000万円の支援金を予測。 

・前回札幌大会の余剰金約 600万円を合わせて約 2100万円を見込んでいる。 
・募金箱の設置も行う予定。 
・ご支援いただく金額は「事業費」であり「運営費」を事業費から拠出することは不可能であ
る。特に広島実行委員会メンバー分の旅費と会議費については複合地区費から負担させていた
だきたい。 

［ガバナー協議会時当日資料に関する協議］ 
・蔵本ガバナーより A,B,D地区所属のメンバーは実行委員会に含まれていない。予算をオーバ
ーした際の責任の所在はどこにあるのかとの話があった。 

・大野ガバナーより複合地区の会議費だけをみてもひっ迫しているが、SON実行委員会メンバ
ーの旅費含めた運営費を複合地区費から賄うことは可能なのかとの話があった。 

 
約 3300万円（LCIF拠出金）＋ 約 2100万円（8MD内全クラブ支援金＋札幌大会余剰金） 

 
［一般社団法人日本ライオンズ第 8回 SON広島大会委員会（委員長：福永議長）協議内容報告］ 
 
・LCIF が拠出する 30 万ドルと同額にあたる約 3300 万円はライオンズクラブから拠出するよう
要請があった。 
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・現状の予定では約 2100万円しか見込めず、約 900万円のマイナスが生じる。 
・4月のトーチランまでに旗、Tシャツ、ピンバッヂ等の製作にとりかかる必要がある。 
・T シャツやピンバッヂをそれぞれ 5000 円で販売して欲しいとの話があり、この収益が大会協
賛金に充てられる。 

・ライオンズクラブに所属する企業へ協賛金の依頼をして欲しい。 
・約 3300万円＋約 2100万円以上の拠出は一切行わないことを SONへ通達済み。 
・前々年度の愛知大会の余剰金が 200万円、それを前年の札幌大会へ繰越したが、札幌大会は中
止の為 600万円が広島大会へ繰り越された。よって、広島大会も最低 200万円を余剰金として
次期大会に繰り越す必要がある。 

 
③2020-2021年度 LCIF理事長メダル受賞者報告 
 

2020-2021年度 LCIF理事長メダル受賞者一覧 ····················································· P9 
 
森田事務局運営委員長より下記話があった。 
本日急遽ハイブリッド開催となった為、後日キャビネット事務局宛でメダルを発送、各地区にて
表彰していただきたい。 
 
④「一般財団法人日本ライオンズ」について   
 
「一般財団法人日本ライオンズ」Q&A ··································································· P10～13 

 
福永議長より資料に基づいて下記話があった。 
・一般財団法人日本ライオンズがどのような組織であるかあらためて理解をしていただきたい。 
・「一般財団法人日本ライオンズ主催第 1回全国特別支援学校フットサル大会各地区大会」が SON 
 と同日に開催。 
・A地区が四国地区大会を担当、B地区が中国地区大会を担当。 
・一般財団法人日本ライオンズより各地区大会へ 150万円が拠出される。 
・A地区と B地区については、大会担当クラブを決めていただき、拠出金利用法を含めて学校 
 担当者と役割について打ち合わせを早急に行っていただきたい。 
 
 開催日：2022年 11月 4日（金） 
  
［中国地区大会］ 
創志学園環太平洋大学サッカー部 監督 桂  秀樹 

  TEL： 080-2418-9071  
 E-MAIL： h.katsura@ipu-japan.ac.jp 

   
岡山県 岡山南支援学校 校長 林  栄昭  

  広島県 広島中央特別支援学校 校長 重岡 伸治 
 
 ［四国地区大会] 
  一般社団法人愛媛県サッカー協会 今治特別支援学校勤務 菅 英希 
  TEL：090-5278-8194   

E-MAIL：elleair_320@yahoo.co.jp 
   

愛媛県 今治特別支援学校 校長 丹下 徳子 
 
  ⑤チャーター費と入会費の免除期間延長について 
 

国際理事会からの通知 ······························································································ P14 
 
 ⑥令和 2年度献血推進状況報告 
 

中四国ブロック血液センターからの報告 ································································ P15～16 
 
【一社日本 L】2020-2021年度一般社団法人日本ライオンズ会計報告書 ················· P17～31 
【一社日本 L】第 2回全国ガバナー会（社員総会）議事録（2021/12/16開催） ···· P32～42 

 
  
福永議長より⑤⑥について報告があった。 
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報告事項 2 
GMTコーディネーター 
スペシャルティクラブ・FWTコーディネーター

真鍋  隆 
有本 みどり 

【MD336】次期 GMA打ち合わせ会次第（2021/12/17開催） ································ P43 
GMT報告書（2021年 12月末現在） ········································································· P44 
国際本部集計 クラブ数・会員数 ················································································· P45 
【8MD】第 2回 FWT会議議事録（2021/10/13開催） ············································ P46～51 

真鍋コーディネーターより資料に基づいて下記報告があった。 
・次年度から始まる会員増強に特化した GMA について、2022 年 1 月～6 月までに MD336 
    GAT コーディネーター（A 地区：真鍋 B 地区：有本 C 地区：池原 D 地区：澤）と第一
    副地区ガバナーが中心となって準備を行う。
・12 月末で会員数がこれほどまで減少することは未だかつてなかった為、危機感を抱いている。  
　引き続き会員増強目標達成の為に協力をいただきたい。
・ライオン誌 1・2 月号 P24 会報誌を参考いただきたい。
有本コーディネーターより資料に基づいて下記報告があった。
・1/19 に第 3 回スペシャルティクラブ・FWT コーディネーター会議が開催された。
　下半期も会員増強にご協力をいただきたい。
・支部について、日本全体で 24 支部である。MD336 内でも増やしていただきたい。

報告事項 3 
GLTコーディネーター 池原 堅 

【MD336組織図について】 
MD336の役員組織表について、現在ガバナー経験者主体で構成されていますが、今後準地 
区から優秀な会員を複合地区構成員として登用できる仕組みを作っていく必要があります。 
コロナ禍、近年ライオンズクラブの運営や活動が停滞し、クラブ、準地区、複合地区ともに
奉仕活動での貢献度が停滞しているように思えます。
活発な 336 複合地区を目指し、積極的に追加構成員や現在の構成員以外からの役員登用を検討
していただきたくご提案させていただきました。
★参考まで：他複合地区組織図では、各委員会に委員として準地区委員長、GAT と LCIF につ
いては準地区コーディネーターを明記している。
2022～2023年度MD336役員一覧組織表（案）については別紙を参照ください。新たに追加
委員会も組織表に入れております。

・ALLI（上級ライオンズリーダーシップ研究会）5月または６月へ延期
・第 2回MD336GLTコーディネーター会議 2/17（木）10：30～12：00 WEB開催

2022-2023年度 336複合地区役員一覧組織表(案) ···················································· P52
【8MD】第 3回会議議事録（2021/12/2開催）························································· P53～56 

池原コーディネーターより資料に基づいて下記報告があった。 
・MD336組織表（案）について他複合地区の構成も参考にした。今後皆様のご意見もぜひ
お聞かせいただきたい。

・GMAの進め方について GAT全体で連携して取り組むのでぜひご協力いただきたい。
・パワハラとセクハラについて国際協会へ報告がされている。各地区で調査をしていただ
き絶対にこのようなことがないようにしていただきたい。

報告事項 4 
GSTコーディネーター 澤 辰水 

【8MD】第 2回会議議事録（2021/9/29開催）························································· P57～63 
【8MD】第 3回会議議事録（2021/10/6開催）························································· P64～74 

澤コーディネーターより資料に基づいて下記報告があった。 
・12月の GSTフォーラムに関して議長、そして各地区皆様にご協力いただき感謝申し上げる。
・感染再拡大の中であっても、ライオンズとして可能な範囲で奉仕活動が出来ればと希望する。
・2/9に 8MD第 5回会議が開催となるのでその報告を後日行いたい。
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報告事項 5 
国際理事候補者推薦委員会委員 川辺 信郎 

 
2022-24国際理事立候補者選出に関する緊急のお知らせ ·········································· P75～76 
国際会則付則の改正（2022年 7月以降）について ··················································· P77～80 
エンドースメントフォーム ··························································································· P81 

 
※川辺委員ご欠席 
福永議長より資料に基づいて下記話があった。 
一般社団法人日本ライオンズ緊急理事会（1/25）で理事長より 2022-24国際理事立候補者選出に
関して白紙撤回するとの話があった。現在 4名が立候補を表明している。1名（MD331）は昨年
度エンドースされているが残りの３名についてはされていない。 
日本国内では、ローテーションは無視でよいとされているようであるが、ある一定の地域ばかり
から選出されることに疑問を感じる。やはりローテーションは必要ではないかと考える。 
今回、現在既にエンドースされている MD331 からの立候補者がなぜ推薦されないのか、順序か
ら考えると明らかにこの方が推薦されるべきではないかと考える。 
MD336内では現時点では立候補者はいないと聞いている。 
 
［経緯概要］ 
昨年度フィリピンからの選出枠が日本に移り、日本から 2 名を選出したため、今年度日本での選
出枠は 0 となった。今年度日本での立候補枠があると思い既に昨年度エンドースされていた
MD331 からの立候補者が立候補不可となった。2021 年 11 月に急遽日本から１名の国際理事候
補者を選出して欲しいとの話が山田實紘元国際会長から一般社団法人日本ライオンズへ持ち込ま
れた。一般社団法人日本ライオンズ理事会メンバーは執行権をもつが決議権は持ち得ない為、こ
の件について会則違反ではないかと問題提議され白紙撤回となった。昨年度既にエンドースされ
たMD331からの立候補者については受け付けたが、残りの3名については提出書類を返送済み。
改めてクラブ、準地区、複合地区にて臨時代議員総会を開催しエンドースを得る必要があること
が決定された。 
 
最終決定は国際大会での選挙となるが、東洋・東南アジア(OSEAL)フォーラムのステアリング委
員会にてアジア枠が決定される。例年であれば２月末迄に OSEAL へアジア枠日本から 1 名を推
薦する流れであるが、コロナ禍であることも考慮し３月末迄延長することとなった。 
 
※代議員総会における投票には、クラブ、準地区、複合地区からのエンドース（承認・推薦） 
 が必ず必要となる。 
 
［選挙管理委員会の設置について］ 
一般社団法人日本ライオンズ国際理事候補者推薦委員会（委員長：MD332下間議長）とは別に選
挙管理委員会を立ち上げる必要がある。各複合地区より１名の委員が必要。 
※一般社団法人日本ライオンズ国際理事候補者推薦委員会下間委員長については、選挙管理委員
会には属せない。 

 
［選挙権と選挙日程について］ 
国際理事、元国際理事、議長、現ガバナー、第一副地区ガバナー、第二副地区ガバナーの総勢約
150名が選挙権を有する。選挙はこのメンバーで３月中旬に実施予定。 
 
［選挙管理委員会委員の任命］ 
一般社団法人日本ライオンズより福永議長へ現在の国際理事候補者推薦委員会川辺委員に選挙管
理委員会委員を引き受けていただけないかとの話があったが、川辺委員のご体調を考慮。 
 
⇒MD336会則および付則・運営マニュアル編集委員会安田委員長へ会議の中でご依頼をした。 
 
⇒安田委員長ご承諾。 
 
報告事項 6 
会則および付則・運営マニュアル編集委員会委員長 安田 克樹 

 
【ライオンズ必携 複合地区会則の一部改定について】 
 準地区大会、複合地区大会ともに議案として提出が必要と考えます。 
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複合地区会則第１章  
複合地区第 5条 複合地区ガバナー協議会 8項(P.142) 

 
「…会議は構成員の 3分の 2をもって定足数とし、決議は出席構成員の 3分の 2以上 

をもって決する。」 
⇒「…決議は出席構成員の過半数をもって決する。」に改定する。 

 
【MD336】第 1回委員会議事録と答申書（2021/11/15開催） ······························· P82～87 

 
安田委員長より資料に基づいて下記話があった。 
・ロバート議事規則の通り“過半数”が適切であるが、“３分の 2”と記載された経緯については 
日本レベル委員会でも不明。 

  
 これについては、複合地区会則の変更となるので準地区と複合地区年次大会で会則の変更に 
 ついて必ず決議をしていただきたい。 
 ※会則の変更については 3分の 2以上の賛成が必要となる。 
 
・安田委員長より 1/25 の一般社団法人日本ライオンズ理事会にてこのライオンズ必携複合地区
会則の一部改定について議題に含まれていたか質問があった。 

⇒福永議長より議案として含まれていなかった為、菅原事務総長へ連絡を入れておくとの回答が
あった。 

・MD336第 2回委員会については現時点でガバナー協議会から諮問事項が提出されていないの 
 で開催予定はない。諮問事項があれば議論をして答申を行う。 
 
報告事項 7 
大会参加・迎接・プロトコール委員会委員長 福代 明正 

 
【早期登録延長について ※12/14 OSEAL調整事務局からの通達】 
モントリオール国際大会の早期登録は 2022年 1月 7日を期限としておりましたが、国際理 
事会大会委員会の決議により 2022年 3月 31日まで延長することになりました。 
国際協会からの公式な発表はこれからとなりますが、取り急ぎお知らせさせていただきます。 
また、早期登録の延長に伴い、2022年 1月 8日～3月 31日の期間の登録料 225ドルは廃止 
となります。2022年 4月 1日以降および開催地登録の場合は当初の予定通り 250ドルです。 

 
・2022年 1月 7日までの登録料は 175ドル → 2022年 3月 31日まで延長 
・2022年 1月 8日～3月 31日までの登録料は 225ドル → 廃止 
・2022年 4月 1日以降および開催地登録の場合は 250ドル → 継続 

 
第 1回会議議事録（2021/11/15開催） ····································································· P88～92 

 
福代委員長より資料に基づいて下記話があった。 
早期登録が 3/31までに延長となっている。その他新しい情報はない。入国の状況が各国とも大変
シビアであり 6 月の時点でどうなるか様子をみている。私見では WEB 開催となるのではと考え
る。 
 
報告事項 8 
ライオン誌日本語版委員会委員 玉浦 巖 
 
「ライオン誌日本語版ウェブマガジン普及キャンペーン」について ······················ P93～97 
第 4回会議報告書（2021/11/4開催） ······································································· P98～101 
第 5回会議報告書（2021/12/13開催） ····································································· P102～105 
第 6回会議報告書（2022/1/13開催） ······································································· P106～109 

 
玉浦委員より資料に基づいて下記報告があった。 
・委員会については月 1回、ライオン誌の発刊についても順調に行われている。 
・ウェブマガジンの普及について、LCIFから補助金が減額されたこともあり、コストダウンを図
る為、またデジタル時代に即して省力や効率化の為にもぜひ地区内で話を取り上げていただき
たい。ライオン誌裏面に QR コードが記載されており、携帯で取り込んでいただければ過去の
内容を含め直ぐに閲覧可能、ぜひアクセスをしていただきたい。 

・今後もウェブマガジンを更に活用いただけるようコンテンツについてのアイデアを検討する。 
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福永議長より 3 月の真備復興支援 LCIF 交付金事業竣工式典と SON 広島大会取材について申し
込みをしたいとの話があった。 
⇒玉浦委員より 2/3第 7回委員会の際に伝えるとの回答があった。 
 
報告事項 9 
YCE・国際関係委員会委員長 高橋 淳 
 
➀2022年夏の派遣・受入れは中止 
 
②ヨーロッパ交渉窓口の振り分けについて 
日本ライオンズ第 2回 YCE委員会（11/9・対面/ウェブ） 
MD334がヨーロッパ交渉窓口 29地域を数か国に減らして欲しいと申し入れ。 
理由は、YCEを担当している複合事務局員の 2023年 3月末の定年退職。 

 
336複合地区第 2回 YCE委員会（12/2・岡山市・対面） 
MD334の交渉担当窓口を減らすことは了承。MD336は台湾が５つのMD に分かれるため、 
できるだけヨーロッパを担当したくないが、担当するならイスラエル・セルビア・モルドバ 
を希望する。各準地区の活動状況報告。 
 
日本ライオンズ第 3回 YCE委員会（12/6・対面） 
MD334の交渉担当窓口を減らすことは了承。各MD の交渉担当窓口希望を提出、振り分け 
の原案作りをMD334に依頼。 

 
12月 27日原案がメールされMD336はイスラエル・セルビア・モルドバに仮決定。 

 
次回日本ライオンズ第４回 YCE委員会は 2022年 3月 4日WEB にて開催。 

 
【一社日本 L】第 2回会議議事録（2021/11/9開催） ··············································· P110～118 
【MD336】第 2回会議議事録（2021/12/2開催） ···················································· P119～122 
【一社日本 L】第 3回会議議事録（2021/12/6開催） ··············································· P123～127 
ヨーロッパ通信窓口相手国振り分け（案） ································································ P128 

 
高橋委員長より資料に基づいて上記報告があった。 
 
報告事項 10 
青少年・ライオンズクエスト委員会委員長 酒井 公一 

 
・第 2回MD336委員会を 3月に開催 
 
2021-2022年度MD336平和ポスターコンテスト最終審査会について 
審査会議事要録（2021/12/9開催） ··········································································· P129～130 
審査結果 ························································································································· P131 
外部審査員プロフィール ······························································································ P132～133 

 
酒井委員長より資料に基づいて報告があった。 
・今回最終選考会についてはプロの外部審査員を含めて開催した。 
・学校への依頼事項等次年度へ向けての準備を今年度中から始めていただきたい。 
・3/10に第 2回MD336青少年・ライオンズクエスト委員会をWEBにて開催予定。 
特定非営利活動法人青少年育成支援フォーラム(JIYD)馬渕事務局長の講演を依頼。 
講演演目「コロナ禍における青少年・ライオンズクエスト委員会活動について」 

 
報告事項 11 
MC・ライオンズ情報・アラート委員会委員長 高岡 英治 

 
【一社日本 L】第 2回アラート全体会議議事録（2021/10/27開催） ···················· P134～147 
【一社日本 L】第 3回アラート全体会議議事録（2021/11/30開催） ···················· P148～151 
【一社日本 L】第 4回アラート全体会議議事録（2021/12/20開催） ···················· P152～159 
【MD336】第 2回アラート委員会議事録（2022/1/13開催） ······························· P160～161 
全日本アラート体制組織図 ························································································ P162 
336複合地区アラート委員会組織図 ·········································································· P163 
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高岡委員長より資料に基づいて報告があった。 
・一般社団法人日本ライオンズアラート委員会メンバーの役職について、国際協会のプロトコ 
ールと整合性がない。会則委員会も絡める必要があるが、この件について継続審議となって 
いる。次回委員会は 1/31。 

・MD336では IT委員会とも連携をもって今期中にマニュアルを作成したい。 
・LINEを利用してライオン誌WEBマガジンを閲覧したが、大変活用出来るのでぜひ皆様にも 
 アクセスいただきたい。 
 
報告事項 12 
IT･MC･情報特別委員会委員長 大木 寿之 

 
【MD336】第 1回委員会議事録（2021/11/12開催） ············································ P164～168 
 

大木委員長より資料に基づいて報告があった。 
・11月の委員会では、下半期の国際協会費等にも影響してくる為、12月末で会員動静を必ず 

My LCI上で報告していただきたいとお伝えした。 
・2 月以降からの作業となるが My LCI 上で準地区、複合地区年次大会の代議員登録をすること
によってその方が代議員有資格者であるか確認することも可能であるので各クラブにて登録を
進めていただきたい。 

・年度末に向けて次年度のクラブ役員を 6月までに登録いただきたい。その準備として各地区 IT
特別委員と各地区キャビネット事務局員の方々に参加いただき第 2回 IT委員会を開催する。 

・アラート委員会 LINE緊急連絡網については、高岡委員長、藤井副委員長と相談しながら作成 
 した。今年度中に実際 LINE に登録した状態でテストを実施したいと聞いているのでその際に
はご協力をお願いしたい。 

 
報告事項 13 
その他 
 

 特になし。 
 
 
 
 
閉会宣言 協議会議長 福永 栄一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議事録署名人：336複合地区ガバナー協議会 議長 福永 栄一 
承認年月日 ：2022年 2月 1日 

 
 




